
「ボランティア」って何？ ボランティア活動参加について考える
生駒市梅寿荘地域包括支援センター 前川志乃 ・ 笹本奏

地域包括ケアシステムの実現には医療と介護の充実だけではなく、地域住民が互い
に助け合いながら生活を続けられる地域づくりが必要とされています。
ボランティアと聞くと災害支援やオリンピックなどの大規模な活動と思われがちであり、
そのイメージからボランティアは「体力を使う」「時間が必要」とハードルを上げてしまって
いるのかもしれません。しかし「地域のボランティア」はもっと身近で多様です。例えば単
身高齢者の増加のため「ゴミ捨てなら行くよ」「隣りのおばあちゃん1人で大丈夫かな？」
などといった小さな助け合いも必要とされています。
しかしながらそこに必要なボランティアの担い手が少なく、今後の地域社会を支えるう
えで大きな課題となっています。

● アンケート調査実施

互助が重要と誰もがわかっていながらも、ボランティアの
なり手が少ない理由は何故なのか？私達は、体操教室など
介護予防事業の11グループをまわり、地域の方々にボラン
ティアについての意識調査のアンケートを行いました。

● 背景 － ボランティアの担い手が少ない

● アンケート結果
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①ボランティア活動に参加している人 53人（男性17人 女性36人） 10 31 11 1

②ボランティア活動に参加したことがない人 64人（男性9人 女性55人） 8 37 18 1

③ボランティア活動を過去にしたことがある人 22人（男性5人 女性17人） 2 8 12 0

無回答 2人（男性1人 女性1人） 0 0 1 1

合計 141人（男性32人 女性109人） 20 76 42 3

回答数 比率

地域活動を通じて 19 35.8%

お願いされた 16 30.1%

友人知人に誘われて 13 24.5%

興味があった 13 24.5%

時間に余裕が出来た 8 15.1%

社会の為に
役にたちたかった

7 13.7%

新聞・ポスター等をて 1 1.9%

その他 2 3.8%

0.00% 50.00% 100.00%

①現在ボランティア活動に参加している人（53人）

ボランティア活動をしたきっかけは？（複数回答）

0.00% 50.00% 100.00%

回答数 比率

地域の行事の手伝い 19 35.8%

介護・高齢者支援の
手伝い

15 28.3%

環境美化 10 18.7%

子育て支援の手伝い 3 5.7%

その他 11 20.8%

どのようなボランティアに参加していますか？（複数回答）

・傾聴ボランティア
・防護服作成
・地域ねこ活動
・少年補導
・交通安全
・音楽活動
・声のボランティア
・障害者支援
・麻雀

“①現在ボランティア活動に参加している人”のうち、活動を始めたきっかけは、「地域住民から
の声掛け」「お願いされた」との答えが多く、“②参加したことがない人”の理由では「きっかけがな
かった」との答えが多かった。

すなわち、ボランティア活動を始めるきっかけは、新聞やポスター等からではなく住民同士のつ
ながりの中からうまれていた。また参加する気持ちは大いにあるが、「きっかけがなかったから」
と地域の声を拾うことができた。そしてそれぞれの人が共通して「地域の行事の手伝い」を身近
なボランティア活動と考えていることが分かった。

②ボランティア活動に参加したことがない人（64人）

理由は？（複数回答）

回答数 比率

きっかけがなかった 23 35.9%

時間がなかった 17 26.6%

どのように参加すれば
良いか分からなかった

16 25%

縁がなかった 14 21.9%

参加する勇気が
なかった

8 12.5%

興味がなかった 3 4.7%

その他 5 7.8%

無回答 2 3.1%

0.00% 50.00% 100.00%

興味のあるボランティア活動は？（複数回答）

回答数 比率

地域の行事の
お手伝い

16 25%

環境美化 15 23.4%

自宅で出来る
ボランティア

12 18.8%

介護・高齢者の
お手伝い

3 4.7%

子育て支援の
手伝い

0 0

有償ボランティア 0 0

無回答 21 32.8%

0.00% 50.00% 100.00%

③ボランティア活動を過去にしたことがある人（22人）

どのようなボランティア活動に参加されていましたか？（複数回答）

回答数 比率

地域の行事の
手伝い

15 68.1%

環境美化 9 40.9%

介護・高齢者の
手伝い

3 13.6%

子育て支援の
手伝い

1 4.5%

その他 1 4.5%

無回答 2 9.1%

0.00% 50.00% 100.00%

辞めた理由は？（複数回答）

回答数 比率

単発の活動であった 3 13.6%

時間の問題 3 13.6%

体調の問題 2 9.1%

体力の問題 2 9.1%

人間関係の問題 1 4.5%

その他 4 18.2%

無回答 6 27.3%

0.00% 50.00% 100.00%

・目が悪いので
自信がない
・体調に自信がない
・年を取り過ぎた
・膝痛、腰痛

・転居
・高齢者になり
疲れやすくなった
・先生から誘われていない
・充実感が得られなかった

今回の調査から、地域包括支援センターでは、地域住民が

無理のない範囲でボランティア活動に参加できる環境を整える
取り組みを前に進めていきたいと思う。
具体的には体操教室や、サロンの立ち上げ以外に、認知症の
啓発活動の中で、助け合いの気持ちや必要性の理解を深めてもらう

ことや、ボランティア養成講座のリーダー育成なども含め多面的に
行っていきたい。そこに、人と人との輪がつながるような場の創出
を意識しながら取り組んでいきたい。

● 今後の課題

地域で新たなボランティアの担い手や、仲間を増やすために、かかわりの
薄い者が「ボランティアしませんか？」と声をかけたり、「興味ありませんか？」と
一方的に発信しているだけではなかなか活動参加に結びつかないことが見えてきた。

私たちの日常には、一人では不安で参加する勇気が出ず、きっかけがつかめなく
ても、人と人とのつながりの中で背中を押され、飛び込めることはたくさんある。

自らが助け合いの関係の中へ自然に溶け込んでいけるよう、地域包括支援セン
ターで支援できることは何か。
その一つは地域で人との交流の場を創出していくことだと今更ながらに実感した。

● 考察
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